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ウサギの

みみ

耳は、どうして
なが

長いの 

●
おと

音をよく
き

聞くため 

 ウサギは、
おお

大きな
からだ

体とか、するどいきばやつめなどの
ぶ

武
き

器をもっていません。すばやく

にげる、
はや

速い
あし

足をもっているだけです。そこで、こっそりしのびよってくる
てき

敵の、かすかな
おと

音をいち
はや

早くとらえるために、
おお

大きな
みみ

耳をもっています。
にんげん

人間も、にぎやかな
ところ

所で
はな

話し
ごえ

声が

よく
き

聞こえないとき、
て

手のひらを
みみ

耳の
うし

後ろに
あ

当てて、いっしょうけんめい
こえ

声を
き

聞きとろうと

します。これと
おな

同じように、ウサギの
なが

長い
みみ

耳は、
おと

音を
あつ

集めるアンテナの
や く め

役目をしているので
 

す。 

●
からだ

体の
ねつ

熱を
ひ

冷やす
や く め

役目もある 

 ウサギは、
にんげん

人間とちがって、
あせ

汗をかくしくみがありません。
にんげん

人間は、
あつ

暑いときや、
うんどう

運動し

て
からだ

体が
あつ

熱くなったとき、
あせ

汗を
だ

出し、
あせ

汗がかわくとき
からだ

体の
ねつ

熱をうばって、
たいおん

体温が
あ

上がりすぎ

ないようにしてくれます。ウサギの
なが

長い
みみ

耳は、
たいおん

体温が
たか

高くなりすぎないようにする
やく

役
め

目もし

ています。 

 ウサギの
みみ

耳の
うちがわ

内側には、
こま

細かい
けっかん

血管が
あみ

網の
め

目のようにはりめぐらされています。
てき

敵に
お

追わ

れてにげまわるとき、
みみ

耳を
た

立てて
はし

走り、
みみ

耳の
けっかん

血管にあたる
かぜ

風で
ち

血を
ひ

冷やし、
たいおん

体温が
あ

上がるの

を
ふせ

防いでいます。（監修・今泉  忠明） 

 

 

 

 

 

 


